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 当支部では、液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律（以下「法」という。）第８３条第１項

及び第２項の規定に基づき、毎年度、当支部所管の液化石油ガス販売事業者の販売所及び保安機関の事業所に対

し、立入検査を実施している。 

 平成３０年度は、「平成３０年度液化石油ガス販売事業者等保安対策指針（平成３０年３月２７日付け20180316

保局第1号）における要請事項への取り組み状況の確認を主眼に、液化石油ガス販売事業者及び保安機関（以下

「液化石油ガス販売事業者等」という。）における、保安業務の契約及び実施状況、供給設備の技術上の基準の適

合状況、保安教育の実施状況、業務主任者が行う職務の実施状況、帳簿の記載状況等の確認を重点確認項目とし

て立入検査を実施した。平成３０年度の液化石油ガス販売事業者等立入検査の概要は、以下のとおりである。 

 

Ⅰ 立入検査の実施について 

 １．実施時期  平成３０年６月 ～ 平成３１年２月 

 ２．実施件数  販売事業者 兼 保安機関  １０販売所（９事業者） 

         保安機関          ３事業所（３事業者） 

           計          １３事業所（１２事業者） 

※販売事業者は、全て保安機関を兼ねており、立入検査では保安機関の業務についても検査している。 

 ３．実施内容  ・販売事業者の販売所及び保安機関の事業所において、業務主任者等の立会のもとに帳簿等

の検査及び貯蔵施設等の現場確認を実施。また、一部、一般消費者宅に置かれている供給

設備の管理状況等について現場確認を実施。 

         ・検査の結果、保安の確保のため必要と認めた事項について、改善措置の実施等を指導。 

 

Ⅱ 平成３０年度液化石油ガス販売事業者等立入検査における指摘事項（項目別） 

№ 項目 主な違反内容 件数 

【 販売事業者の業務 】 

1 基準適合義務（法第16条） 
貯蔵施設の技術基準不適合 

（貯蔵施設に置かれている充てん容器に転倒防止措置の未実施等） 
4 

2 基準適合義務（法第16条の2） 
供給設備の技術基準不適合 

（充てん容器が水平な場所におかれていない等） 
3 

【 保安機関の業務 】 

1 保安業務（法第8条、第18条） 
保安維持向上を図るための従業員への保安教育未実施 

2 
液化石油販売所等変更届書の未提出 

2 帳簿（法第81条） 帳簿の保管不備 2 

3 保安機関（法第31条） 
保安業務用機器の不備 

5 
保安台帳の期限管理不備 

 合  計 16 

 

 

 

 

 

 

 




